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立教大学国際学術研究交流制度 

国際会議助成 

２０２５年度研究成果報告書（Ａ，Ｂ，Ｃ） 

1． 会議概要 

会議名 

和文 宇宙精密 X 線分光と実験室天文学の協奏：次世代観測技術の新境地 

欧文 Merging High-Resolution X-ray Spectroscopy and Laboratory Astrophysics: 
Advancing Next-Generation Observational Technologies 

主    催 立教大学 理学部 

共    催 立教大学 先端科学計測研究センター 

後    援  

開催責任者 所属 理学部物理学科             
氏名 山田 真也                          

運営事務局 事務担当者               
氏名 北本 俊二        

開催期間 2025 年 10 月 27 日 から 2025 年 10 月 29 日まで      

開催場所 立教大学池袋キャンパス 太刀川記念館 3 階カンファレンスルーム 

参加者数 
※１ 

学内          6 名   
学外 国内から招聘   11 名 海外から招聘  8 名   2 ヵ国   
合計          25 名  

公開講演会等 
参加者数※２ 

1 2025 年 10 月 27 日   34 名    1 ヵ国（国内機関参加者） 
2 2025 年 10 月 28 日   34 名    1 ヵ国（国内機関参加者） 
3 2025 年 10 月 29 日   34 名    1 ヵ国（国内機関参加者） 

開 催 日 程 

 午前 午後 夜 
第 1 日 
 
10 月 27 日 

精密分光装置開発の現状と

講演 
精密分光観測による宇宙

物理学の講演 
 懇親会 

第 2 日 
 
10 月 28 日 

精密分光観測に関する実験

室天文学の講演 
精密分光装置開発の将来

に関する講演 
 

第 3 日 
 

10 月 29 日 

異分野や理論実験融合に関

する講演と総括 
  

※ 
3 

開催経費総額（C） 予算額  3,164,000 円                    執行額 2,026,864 円 
助成申請外資金総額（B） 予算額 200,000 円 執行額 99,630 円 

国際会議助成額（A） 予算額 2,964,000 円             執行額 1,927,234 円 
※1 参加者とは、会議において講演、パネラー、コメンテイター等の活動を伴う者をいう。 
※2 一般公開された講演会等に聴講の為に参加した者。講演者、パネラー等は除く。参加者名簿を添付すること。 
※3 (A)(B)(C)の金額は、様式５の金額と合わせること。 
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2． 会議開催趣旨概要 
本国際会議においては、立教大学が中心となって開発を進めてきた X 線マイクロカロリメータで取得さ

れた「宇宙精密 X 線分光」に関連する最新の科学的成果が発表されると期待されている。特に、ブラック

ホール、中性子星、銀河、銀河団など、学生から一般社会人まで興味を引くコンテンツに対して、新たな

宇宙の知見をプレスリリースや学外向けの情報などを集約し、立教大学の貢献を効果的に伝えることがで

きるであろう。注目すべき観測結果やデータ解析に基づいた新たな知見が集約されるので、今後の天文学

研究の方向性を大きく変えていく可能性も秘めている。また、参加者が国際的な視点から装置開発の現状

と将来の展望についても深く議論する場が提供されることになる。これにより、分光技術の進化や観測装

置の改良に関する新たな方向性を模索し、宇宙科学分野のさらなる発展に寄与することが期待される。      

さらに、会議では講演やディスカッションを通じて、今後の科学研究とそれに伴う技術開発の具体的な

方向性についても重要な意見交換が行われることが見込まれている。このような議論の場が設けられるこ

とで、立教大学における研究開発の将来像がより明確に見えてくると同時に、他の研究機関や国際的なパ

ートナーシップの強化にもつながるであろう。特に、本会議での成果は、立教大学が引き続き宇宙精密 X

線分光の分野でリーダーシップを発揮するための重要な指針となると考えられる。 

  

公表方法に関しては、会議で発表される内容の多くがまだ予備的な段階であることから、すべての成果

をすぐに広く公開することは難しいが、公開されたものは、プレスリリースなどを通じて、広く情報の展

開を進めていく。講演内容や議論の一部は、査読付きの学術雑誌に発表されることが予定されている。こ

れにより、発表された研究成果が国内外の研究者に正確かつ有益な形で共有され、同分野の進展に貢献す

ることが期待される。また、会議での発表資料は、可能な範囲でウェブ上に公開される予定であり、これ

によって参加できなかった研究者も最新の知見にアクセスできる機会が提供される。 

加えて、本会議では、参加者同士の研究交流がさらに活発化することが期待される。これにより、新た

な共同研究プロジェクトが発足し、国際的な協力体制のもとで新しい科学的成果が創出されることが大い

に期待される。立教大学においても、国際的な連携を通じて、より革新的な研究が進展し、宇宙精密 X 線

分光の分野での重要な成果が生み出される可能性がある。 

 

このようにして、本国際会議は単に最新の科学的成果を発表する場にとどまらず、新たな技術開発の方

向性や研究者間の協力体制を形成する上でも極めて重要な意義を持つものである。また、立教大学の学生

も積極的に参加しやすい会議運営にすることで、若い世代と一緒に宇宙観測の未来を見据えた議論を展開

することで、宇宙の研究および教育を通じた大学の発展にも貢献することが期待される。 

 
3． 会議の成果概要・今後の展望等 

本国際会議では、宇宙精密 X 線分光を支える最先端技術の開発現場から、研究者自身の率直かつ高度

な知見が共有された。特に、超伝導体をはじめとする極低温デバイス開発の物理的・工学的課題につい

て、国内外の第一線の専門家が深く議論し、これまで十分に言語化されてこなかった「難しさの本質」が

浮き彫りになった点は大きな成果である。こうした生の知見は装置開発に携わる若手研究者にとって貴重

であり、次世代育成の観点からも大きな意義を持つものであった。 
また、日本国内には各地に優れた専門家が存在し、その技術基盤の厚みを再認識する機会となった。従

来は個別に活動していたグループ間の接点が可視化されたことで、国内ネットワークと国際協力の双方が

強化され、基礎開発から衛星搭載を見据えた応用研究までを一体的に推進する枠組みが整いつつあること

が確認された。招待講演では欧米のフロントランナーによる発表も行われ、世界最先端のモノづくりの水

準と、その背後にある不断の挑戦が示された。一方で、そうした国際トップ層も同様に多くの困難を抱え

ており、その克服に向けた考え方や経験を率直に共有できたことは、本会議が将来の共創の礎となること

を示している。 
さらに、宇宙応用における技術的制約やミッション要件の厳しさについても活発に議論され、基礎物理

の深化と工学的最適化をどのように両立させるかという今後の研究戦略が具体的に共有された。若手学生

や大学院生も積極的に議論へ参加し、世代を超えた交流を通じて新たな研究アイデアや協働の芽が育まれ

た点も特筆に値する。宇宙 X 線観測の進展は衛星開発と密接に結びつき、10〜20 年規模の長期的視点が

不可欠な研究分野である。本会議を通じて研究者同士のつながりが一段と深まり、次世代の宇宙観測を切

り拓くための確かな一歩が記されたと言える。 
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４．会議の構成 
（1） 学内参加者 

氏     名 所属・職名 会議における活動 内訳（学部・研究科） 
山田 真也 
北本 俊二 
澤田 真理 
小林   翔悟 
金子   真太郎 
久間   晋 

理学部・准教授 
理学部・特別専任教授 
理学部・助教 
理学部・助教 
理学研究科・大学院生 
理学部・准教授 

実行委員・司会・講演 
実行委員・司会・講演 
実行委員・司会・講演 
講演 
講演 
講演 

理          6 名 
 
               

計        6 名 

変更内容（氏名、不参加／追加の別） 
内山 泰伸(不参加)、小林 翔悟(立教助教、追加、講演)、金子 真太郎(立教 M1、追加、講演) 
林 佑（採択後、本学退職のため学外者欄へ）、久間 晋（立教、追加、講演） 
 
（2） 学外参加者（国内、国外） 
氏      名 国名・所属・職名 会議における活動 内    訳 

Kazuhiro Sakai 
Haruka Muramatsu 
Samuel Vendrell Hull 
Dan Becker  
Szypryt, Paul  
Kelsey Morgan 
Kenichiro Nagayoshi 
Liyi Gu 
 
林 佑 
山崎 典子 
橋本 直 
赤松 弘規 
早川 亮大 
栗原 明稀 
Smith Ryan 
大谷 知行 
久保 毅幸 
石徹白 晃治 
外山 裕一 

米国・NASA/GSFC・研究員 

米国・NASA/GSFC・研究員 

米国・NASA/GSFC・研究員 

米国・NIST・研究員 

米国・NIST・研究員 

米国・NIST・研究員 

蘭国・SRON・研究員 

蘭国・SRON・研究員 

 

日本・理研・研究員 
日本・JAXA・教授 

日本・理研・研究員 
日本・QUP・特任准教授 

日本・QUP・研究員 
日本・ISAS/JAXA-大学院生 

日本・AIST・研究員 
日本・理研・研究員 
日本・KEK・助教 
日本・東北大・准教授 
日本・中部大・特任准教授 

司会・講演 
講演 
講演 
講演 
講演 
講演（Zoom） 
講演 
講演 
 
実行委員・司会・講演 
司会・講演 
司会・講演 
講演 
講演・司会 
学生講演 
講演 
講演 
講演 
講演 
講演 

国名     人数 
米国     6 名 
蘭国     2 名  
日本     11 名 
 

注）米国航空宇宙局ゴダー

ド宇宙飛行センター 
（National Aeronautics 
and Space Administration 
/Goddard Space Flight 
Center、NASA/GSFC） 
注）国立標準技術研究所

（National Institute of 
Standards and 
Technology、NIST） 
注）オランダ宇宙研究所

(Netherlands Institute for 
Space Research、SRON) 
注）量子場計測システム国

際拠点(QUP) 
注）JAXA 宇宙科学研究所

(ISAS) 
注）産業技術総合研究所

(AIST) 
注）高エネルギー加速器研

究機構(KEK） 
変更内容（氏名、不参加／追加の別） 

Randy Doriese、Megan E. Eckart、Ben Mates、藤本 龍一、一戸 悠人、野田 博文、東 俊行、田

代 信、佐藤 寿紀(以上、不参加) 、石﨑 欣尚、満田 和久、佐藤 浩介（以上、聴講のみに変更） 
Haruka Muramatsu（米国 NASA/GSFC）、 Dan Becker、Szypryt, Paul 、Kelsey Morgan(米国 NIST,※
Zoom)、林 佑（実行委員,理研）栗原 明稀（ISAS/JAXA,）、Smith Ryan（AIST）、大谷 知行（理

研）、久保 毅幸（KEK）、石徹白 晃治 （東北大）外山 裕一（中部大）（以上、講演者追加） 
 


